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ポスター発表

　　服薬指導の充実に向けて

　　　　　　　　　　　　　　　－薬情裏面の活用―

　　　　　　　　　　　あゆみ薬局　中園　千春



＜はじめに＞

窓口での服薬指導・体調の聞き取りなどは、薬剤師として
の重要な仕事。

患者さんにその意義をわかっていただき、充実した服薬
指導を行いたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

そこで、

現在当薬局で行っている、情報が記載されている

薬情裏面が活用できないか、探ってみた。

服薬指導時、「あなたのお薬内容」（以下薬情）を見せな
がら、指導している。



しかし、

・薬の内容が変わらない

・医師から聞いているので、わかっている

・変わった時だけでよい

　　　　　　　　　だから、　薬情不要

どうしたらうけとってもらえるか　　

　　

そうだ、

月替わりで薬情裏面にいろいろな情報を載せよう。

そこで、

2007年12月～　　2枚以上薬情がある方のために、

2種類の情報をソートでカラー印刷し、提供している。



＜実際の薬情裏面＞



＜薬情裏面の内容＞

病気・くすりに関すること　　　　　制度などに関すること

・インフルエンザ　　　　　　　　　　 ・医療費控除

・熱中症　　　　　　　　　　　　　　　 ・後期高齢者医療制

度

・骨を丈夫にする体操　　　　　　 ・お薬手帳と活用法

・腰痛の話　　　　　　　　　　　　　 ・医療懇談会のお知

らせ

・睡眠の悩みについて

・噛み砕いて服用するくすり

・片頭痛

・花粉症の季節を快適に



2009年4月、薬情裏面の情報に関する、患者さんへの

アンケートを実施した。



＜アンケートの結果＞

・約80％の方に読んでいただいている。

・今まで捨てていたが、目を通すようになっていただけ
た。

・病気や薬のことだけでなく、制度についての関心も

高い。

・ほとんどの方が載せたほうが良いと思っておられる。

患者さんの支持が得られている



アンケートのその他ご意見に

「窓口で体調を聞かれたり、薬について説明されても医師
から聞いているので必要ない」との意見が数名あった。

　　　　　　　　↓

服薬指導の重要性について、もっとアピールする必要が

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　↓

「わたしたち薬剤師のしごと」と

いうテーマで裏面に掲載した。



＜新しく掲載した内容＞

・五十肩・・・医療懇談会のダイジェスト版

・医薬品副作用被害救済制度・・・
　 この制度をより多くの方に知っていただくために、局内で
のポスター掲示だけでなく、一人一人の患者さんにわたる
よう、薬情裏面に掲載した。

・「平和」を考える・・・
健康を願う薬剤師として、「平和」への願いはゆずれない

思いということで、8月に掲載した。



＜今後の取り組み＞

アンケートの意見をふまえた内容、タイムリーな話題につ
いて掲載していきたい。

・アンケートからリハビリ、食事についての要望があった。

これらについては、専門外のことなので、地域の医

療機関とも連携し、掲載していきたい。

・インフルエンザ。何といっても、今関心が高いテーマの一
つである。当薬局では、局内に2か月に1回ポスターを掲

示している。ポスターでは「予防について」、一人一人の患
者さんにわたる薬情裏面には、「インフルエンザにかかっ
た時の対処」「タミフルについて」など、ポスターと薬情裏
面の特徴を生かした内容を掲載していきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ただいま作成中

です）



＜服薬指導充実に向けて、薬情裏面はツールとして
　　　　　活用できる

のか＞
・季節的な話題（熱中症、花粉症など）、大部分の患者さん
が経験したことがある疾病（便秘、腰痛、五十肩など）に
ついて、おおいに活用できている。

・アンケートの結果や窓口で、患者さんから「楽しみにして
いるわ」「ファイルにして保存しているよ」など好評で、
コミュニケーションのツールとして、定着してきたと実感し
ている。

・患者さんの身近な話題を取り上げ、薬剤師の専門性を活
かした内容を掲載し、活用していきたい。


